
日立市における小地域福祉活動の実施経過 

 

〇平成２年４月 

 市社会福祉協議会が地域福祉推進事業の実施主体となり、年次的にモデル地区を指定する。 

〇平成２年９月 

 日立市地域福祉推進計画基本構想で「学区単位の支部」設置構想が提言される。(市)           

〇平成３年３月 

 日立市地域福祉推進計画において、小地域社会福祉協議会設置が提案される。(市)   

〇平成４年３月 

 社協発展計画（基本構想）を策定し、小地域社協設置【後の地区社協】を計画した。                     

〇平成５年３月 

 社協行動計画（年次計画）を策定し、平成９～１３年度までに、各地区段階的に地区社協を設置すること

とした。 

〇平成８年４月 

 全２２地区において地域福祉推進事業の指定完了。 

【この事業を核に後の地区社協事業に繋げるものとした：地域の方々がともに支えあい・助けあいによる

事業の実践をとおして、地域福祉の重要性を理解する上で重要な事業であった】 

   〈指定年度及び地区名〉                     

 開始年度 地 区 名  開始年度 地 区 名 

平成２年度 仲町、助川、大みか、中里 平成６年度 日高、諏訪、塙山、坂下 

平成３年度 田尻、成沢、金沢、久慈 平成７年度 中小路、油縄子、大沼 

平成５年度 豊浦、宮田、会瀬、水木 平成８年度 滑川、大久保、河原子 

  〈具体的事業〉                               

ひとり暮らし高齢者等を対象とした見守り体制（見守りチーム）づくりを中心事業として、その他

補完的に啓発・ふれあい事業を実施 

〇平成９年度 

  地域福祉の見守りチーム数が１，０００チームを越える。（１，０８０チーム） 

〇平成９年３月 

平成７～８年度 地区社協設置ワーキンググループ（第１次）検討結果をまとめる。  

 ※平成４年度の行動計画で当初予定した、平成９年度から１３年度までの各地域における地区社協の段階

的設置を平成１１年度の一斉設置に変更修正。 

〇平成９年３月 

社協理事会、評議員会において、平成１１年４月に小学校区（２２地区）ごとの全市一斉の地区社協の発

足を決定 。                                                    

〇平成１０年３月 

平成９年度 ワーキンググループ（第２次）検討結果をまとめる。（地区社協の組織・事業・財源の詳細

検討） 

〇平成１０年４月 

 これまで地域福祉推進事業を実施してきた各地区の地域福祉推進組織を地区社協とするため、地域福祉を 

進めている各地域代表者、行政等関係団体機関による「地区社協設置委員会」を組織し、組織改編の協議 

を行い、地区社協設置の最終合意を得た。                                                                                                    

〇平成１１年３～５月 

 平成１１年度 小学校区単位に２２の地区社協が全市一斉に設置される。 

〇平成１８年６月 

 十王地区社協設立準備委員会を設置。（平成１７年度に日立市社協と十王町社協が合併、行政は平成 

１６年度に合併） 

〇平成１９年４月 

十王地区社協設立。 

 

 



〇平成１９年度～平成２０年度 

 これからのより良い地域福祉活動の推進のため、平成２１年度を目途にコミュニティ組織と地区社協の

一体的推進に向けた各種検討を重ねた。 

〇平成２１年４月 

各学区のコミュニティ組織と地区社協が一体化し、コミュニティ単会が「地区社協の機能を有する組織」

として地域福祉事業を展開することとなった。 

〇平成２１年６月 

あんしん・安全ネットワークチーム数が２，０００チームを超える。（２，０２７チーム） 

〇平成２３年３月 

 東日本大震災発生。各地区ではネットワーク対象者の安否確認を行うとともに被災状況を把握し、災害

支援ボランティアを活用するなど、さまざまな支援活動を行った。 

〇平成２５年４月 

あんしん・安全ネットワークチーム数が２，５００チームを超える。（２，５５１チーム） 

〇平成２８年３月 

 ・地域福祉事業の充実を図るため、生活支援コーディネーターの配置や連携強化地区の指定を行い、小

地域福祉推進体制の積極的な推進を行った。（連携強化地区：仲町、成沢、大久保、塙山、水木） 

 ・生活支援サービスについての協議を進めるため、協議体（生活サポート連絡会議）を発足した。 

 ・提案型地域福祉事業の実施：各地区からの新たな提案による先駆的・開拓的事業に対して助成を実施。 

その効果等を踏まえ、全市事業展開へつなげるための調査・研究を行った。（実施地区：日高、助川、

金沢、水木） 

 ・地域ケアシステムモデル事業の実施：地区で実施しているコミュニティケア会議をモデル事業として助

成。その必要性や課題等を整理・分析し、地域包括ケアシステムの構築につなげた。（実施地区：塙山） 

〇平成２８年６月～１０月 

 あんしん・安全ネットワークチーム対象者（全員）の生活状況の実態を把握する目的で「生活状況調査

（６項目）」を実施した。 

〇平成２９年４月 

 あんしん・安全ネットワーク強化モデル事業の実施：ネットワーク対象者の要介護状況等を踏まえ、よ

り手厚い支援が必要なケースを絞り込み、専門職と連携しながら訪問活動の充実を図ることを目的に実

施をはじめた。（実施地区：田尻、仲町、塙山） 

〇平成３０年８月 

日立市地域福祉推進計画２０１９の策定：本会の第５次地域福祉活動計画と市の地域福祉計画（第４期）

を一体的に策定。策定にあたり、全体委員会とあわせて、地域福祉活動実践者からの幅広い意見を集約す

るために、「小地域福祉活動作業部会」（１０人）を設置し、部会での取り組みの一環として地区懇談会（４

回）を開催した。 

〇平成３１年４月 

 さらなる地域との連携強化を図り、これまでの「地区担当」に加え「生活支援担当」を各地区に割り当て、

定期訪問や各種連携会議を実施した。 

○令和３年３月 

 あんしん・安全ネットワーク強化モデル事業の実施が１７地区・対象者は４２人となった。日常生活がよ

り心配な方への定期訪問やケース検討を重ねることで、支援者同士の横のつながりを重視した生活支援の

整備が進んだ。 

○令和４年３月 

 あんしん・安全ネットワーク強化モデル事業が全地区実施となったことで、名称を「あんしん・安全ネッ

トワーク強化事業」とし、これにより強化事業の対象者は５５人（令和３年度末）となった。 

○令和４年８月 

 あんしん・安全ネットワーク強化事業対象者に、従来の人的な見守り活動に加え、ＩＯＴ（インターネッ

トにつながった家電）を活用した見守りを実施。「くらしあんしん事業（実証事業）」として、諏訪地区で

５人の対象者宅に通信機能の付いた電球を設置し、より厚みのある見守り・安否確認活動を行った。 

○令和５年８月 

 生活に困りごとを抱える方に向けて、幅広い食の支援を展開。支援策の一つとして食品収集箱「フードＢ

ＯＸ”まんぷく”」を独自に作成し、１９の交流センターに設置した。 


